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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年1月19日(2012.1.19)

【公表番号】特表2011-507497(P2011-507497A)
【公表日】平成23年3月10日(2011.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-010
【出願番号】特願2010-538788(P2010-538788)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/534    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ０７Ｋ  14/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  43/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  49/02    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｋ  49/02    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/534   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月25日(2011.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置２におけるＸ1がＭ、Ｉ又はＬであり、位置３９におけるＸ2がＳ又はＣである、ア
ミノ酸配列ＥＸ1ＲＮＡＹＷＥＩＡ ＬＬＰＮＬＴＮＱＱＫ ＲＡＦＩＲＫＬＹＤＤ ＰＳＱ
ＳＳＥＬＬＸ2Ｅ ＡＫＫＬＮＤＳＱ（配列番号１）を含むＨＥＲ２結合ポリペプチド。
【請求項２】
　位置５におけるＸ1がＭ、Ｉ又はＬであり、位置４２におけるＸ2がＳ又はＣである、ア
ミノ酸配列ＹＡＫＥＸ1ＲＮＡＹＷ ＥＩＡＬＬＰＮＬＴＮ ＱＱＫＲＡＦＩＲＫＬ ＹＤＤ
ＰＳＱＳＳＥＬ ＬＸ2ＥＡＫＫＬＮＤＳ Ｑ（配列番号２）を含む、請求項１に記載のＨ
ＥＲ２結合ポリペプチド。
【請求項３】
　ＡＥＡＫＹＡＫＥＸ1Ｒ ＮＡＹＷＥＩＡＬＬＰ ＮＬＴＮＱＱＫＲＡＦ ＩＲＫＬＹＤＤ
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ＰＳＱ ＳＳＥＬＬＸ2ＥＡＫＫ ＬＮＤＳＱ（配列番号３）、及び
　ＥＳＥＫＹＡＫＥＸ1Ｒ ＮＡＹＷＥＩＡＬＬＰ ＮＬＴＮＱＱＫＲＡＦ ＩＲＫＬＹＤＤ
ＰＳＱ ＳＳＥＬＬＸ2ＥＡＫＫ ＬＮＤＳＱ（配列番号４）、
から選択され、ここでいずれも位置９におけるＸ1がＭ、Ｉ又はＬであり、位置４６にお
けるＸ2がＳ又はＣである、アミノ酸配列を含む、請求項１又は２に記載のＨＥＲ２結合
ポリペプチド。
【請求項４】
　ＡＥＡＫＹＡＫＥＭＲ ＮＡＹＷＥＩＡＬＬＰ ＮＬＴＮＱＱＫＲＡＦ ＩＲＫＬＹＤＤ
ＰＳＱ ＳＳＥＬＬＳＥＡＫＫ ＬＮＤＳＱＡＰＫＶＤ Ｃ（配列番号５）、及び
　ＥＳＥＫＹＡＫＥＭＲ ＮＡＹＷＥＩＡＬＬＰ ＮＬＴＮＱＱＫＲＡＦ ＩＲＫＬＹＤＤ
ＰＳＱ ＳＳＥＬＬＳＥＡＫＫ ＬＮＤＳＱＡＰＫ（配列番号６）、
から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項３に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチド。
【請求項５】
　そのＮ末端にカップリングしたメルカプトアセチルを更に含む、請求項１～４のいずれ
か１項に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチドであって、Ｎ3Ｓキレート剤モチーフによって
構成されるキレート環境が、メルカプトアセチルのＳＨ基と一緒になってＮ末端からの最
初の３つの連続したペプチド結合の窒素原子によって与えられるＨＥＲ２結合ポリペプチ
ド。
【請求項６】
　配列中に既に存在するか、又は更なるアミノ酸残基として存在するか、又はＨＥＲ２結
合に関与しない表面に露出したアミノ酸残基を置換することによって存在するいずれかの
システイン残基を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチド
。
【請求項７】
　請求項６に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチドであって、システイン残基が配列番号５の
Ｃ末端に位置するものか又は更なるシステインが配列番号１～４若しくは６～７のいずれ
か１つのＣ末端に位置しており、ここでシステイン残基には、場合により１つ又はそれ以
上の他のアミノ酸残基が続き、そしてここでＮ3Ｓキレート剤モチーフによって構成され
るキレート環境が、システイン残基のＳＨ基と一緒になって、システインによって構成さ
れるアミノ酸残基及び２つの先行するアミノ酸残基の広がりの中の３つの連続したペプチ
ド結合の窒素原子によって与えられる、ＨＥＲ２結合ポリペプチド。
【請求項８】
　チオール基を介して、ポリペプチドにカップリングしたポリアミノポリカルボキシラー
トのキレート剤によって与えられるキレート環境を含む、請求項６に記載のＨＥＲ２結合
ポリペプチド。
【請求項９】
　ポリアミノポリカルボキシラートのキレート剤が、１，４，７，１０－テトラアザシク
ロドデカン－１，４，７，１０－四酢酸又はその誘導体、及び、ジエチレントリアミンペ
ンタ酢酸又はその誘導体、から選択される、請求項８に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチド
。
【請求項１０】
　アミノ酸配列が配列番号５で表される、請求項９に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチド。
【請求項１１】
　ＨＥＲ２結合ポリペプチドと放射性核種との放射性キレートから成る放射性標識化ポリ
ペプチドであって、該放射性キレートが、
・請求項５または７に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチドと、99mＴｃである医用画像に適
した放射性核種とのものか、又は、86Ｒｅ及び188Ｒｅから成るグループから選択される
治療に適した放射性核種とのもの；
・請求項８～１０のいずれか１項に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチドと、61Ｃｕ、64Ｃｕ
、66Ｇａ、67Ｇａ、68Ｇａ、110mＩｎ、111Ｉｎ、44Ｓｃ及び86Ｙから成るグループから
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選択される医用画像に適した放射性核種とのものか、又は225Ａｃ、212Ｂｉ、213Ｂｉ、6

7Ｃｕ、166Ｈｏ、177Ｌｕ、212Ｐｂ、149Ｐｍ、153Ｓｍ、227Ｔｈ及び90Ｙから成るグル
ープから選択される治療に適した放射性核種とのもの、ここで、放射性核種は、キレート
環境を介してＨＥＲ２結合ポリペプチドと錯体を形成する；及び
・請求項６に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチドと、211Ａｔ、76Ｂｒ、18Ｆ及びヨウ素同
位体から成るグループから選択される医用画像及び／又は治療に適した放射性核種が、リ
ンカー分子を介して結合しているもの；
から選択される、上記放射性標識化ポリペプチド。
【請求項１２】
　18Ｆとリンカー分子を介して結合している配列番号５で表されるアミノ酸配列を含む、
請求項１１に記載の放射性標識化ポリペプチド。
【請求項１３】
　放射性核種が診断に用いるための画像化に適する、請求項１１又は１２に記載の放射性
標識化ポリペプチド。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の診断に用いるための放射性標識化ポリペプチドであって、診断が以
下の工程：
・放射性核種が画像化に適する請求項１１又は１２に記載の放射性標識ポリペプチドを、
哺乳類対象の体内に投与すること；及び
・放射性標識ポリペプチドの投与の１～７２時間以内に、医用画像機器を使用して、対象
の体の少なくとも１部分の１つ又はそれ以上の画像、ここで、該画像は体の内部の放射性
核種の存在を指示する、を取得すること；
を含む、上記放射性標識化ポリペプチド。
【請求項１５】
　治療に使用するための、放射性核種が治療に適する請求項１１に記載の放射性標識化ポ
リペプチド。
【請求項１６】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチドから成る少なくとも１
つの第一の部分、及び、連鎖球菌のタンパク質Ｇのアルブミン結合ドメインから成る少な
くとも１つのさらなる部分、を含む、融合ポリペプチド。
【請求項１７】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のＨＥＲ２結合ポリペプチドから成る少なくとも１
つの第一の部分、及び、治療への適用のための少なくとも１つの部分、を含む、融合ポリ
ペプチド。
【請求項１８】
　請求項１～４及び６のいずれか１項に記載のポリペプチドをコードする核酸。
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